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　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成２０年　３月27日　(木)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　中野　円香　　記録者　板橋　広大

	小向
	西山
	福田
	松沢
	本川
	濱谷
	松川
	清川
	中野
	田村
	小杉

	○
	公休
	Ｃ留守
	○
	○
	準夜
	深夜
	欠勤
	○
	Ｄ留守
	準夜

	相間野
	岩藤
	及川
	田ノ上
	福士
	横町
	庭田
	沢上
	高橋
	稲村
	板橋

	欠勤
	公休
	準夜
	公休
	深夜
	病欠
	公休
	休憩
	公休
	深夜
	○

	山地
	盛田
	諏訪
	前田
	上口
	高曽
	
	
	
	
	

	公休
	業務
	業務
	○
	公休
	公休
	
	
	
	
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· 川端Ｄｒ本日の午後より青森へ出張の為不在となりますので、不在時の指示受けは来院のＤｒより指示受けを受けて下さい。夜勤帯の指示受けについては、各自確認してください。

· Ｄユニット洗面所脇の右側のトイレの壁に大きな穴が開いていました。何時からの破損かは不明です。修理伝票・破損伝票を提出し、修理依頼しています。

· 4/16より人事異動となります。それに伴い1月分のカルテ整理をしていきましょう。4月5日にカルテを外します。

＜患者様連絡事項＞

· 松田　信夫様～左目の充血が改善されない為、フルメトロン点眼液（抗炎症ステロイ

ド剤）が処方となっております。1日4回点眼（朝・昼・夕・就床前）の指示が出ています。

· 古川　徳一様～3/25より、発熱が見られている為、抗菌剤クラビット3錠3×1の2

日分処方、予測指示で38.5℃の発熱でアンヒバ坐薬（200）1個挿肛の指示があります。発熱の有無や、全身状態の観察を行っていきましょう。

· 谷内　愛子様～体のビリビリ感と全身のほてり感の訴えが強い為、精神神経用剤デジ

　　　　　　　　レル（25）2錠1×ｖｄｓ/7日分（3/26の夕～）処方、点眼薬カタリン

Ｋ点眼薬1本が処方となっています。訴えの内容を確認し、また、日中、

夜間の活動状況の観察を行っていきましょう。

· 市橋　ひで様～徘徊が減少し、夜間の睡眠が確保できてきている為、レボトミン（精

神神経用剤）が止めとなっています。活動状況や夜間の睡眠状態、攻撃性の有無など観察していきましょう。

· 大渡　福蔵様～昨日、尿量の減少、脱水症状見られ、点滴（ソリタＴ3）500ml　1本　

処方となり、実施しています。

　　　　　　　　　3/31日（月）ＣＲＰ・セット3の採血（至急）の指示あります。

ＦＡＸが来ますので、電話で川端Ｄｒへ報告をお願いします。

· 吉田　寿雄様～本日深夜帯にて、37.0台の発熱があり、総合感冒薬ＰＬ（3.0）

3×ndE　2日分の処方となっています。風邪症状の観察を行ってい

きましょう。

· 三浦　一男様～37.0℃台の発熱続いている為、抗菌剤クラビット3×ndE　1日分処方、　

で飲み切り止めとなります。

　　　

＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞

· 峰田　満男様・・・徐脈傾向の為、看護計画にも記載されていますが、各勤務帯でバ

イタル測定の際、脈拍は触診、血圧は水銀計ではかりましょう。

· 村井　八郎様・・・徐脈傾向の為、看護計画にも記載されていますが、各勤務帯でバ

イタル測定の際、脈拍は触診、血圧は水銀計ではかりましょう。

· 市橋　ひで様・・・精神神経用剤レポトミンが止めになったので、活動状況や夜間の
睡眠状態、攻撃性の有無など観察していきましょう。
· 櫛桁　武男様・・・以前に比べると、言葉の数が増えており、目的にあった話題を話　　

す事が少しずつ見られています。一方的に話掛ける傾向が見られる為、他者様とのトラブルが無いように介入していきましょう。







